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第２２７号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

これからの人生には多くの試練や

困難が待ち受けていることでしょ

う。自分の力不足や不甲斐なさに悩

み苦しむこともあると思いますが、

私たちは屈することなく、力強く生き

ていかなければなりません。二十歳

の節目を迎えた今、より社会人とし

ての自覚を持ち、今まで支えてきて

くださったすべての方々への恩返し

を果たすべく、努力していくことを誓

います。

今日までの私達の人生は、楽しい

こと、嬉しいことに溢れた色鮮やか

なものでした。そのように生きて来ら

れたのは、人生の先輩である両親

や先生などに導かれ、よき同胞と共

に切磋琢磨してきたからこそです。

お世話になってきた方々への感謝

を新たに、これからは私達が導く人

となれるよう、仲間と共に輝かしい

未来への大きな一歩を踏み出して

いきましょう。

今月の表紙

二十歳の誓い

中山 晃靖さん

なかやま こうせい

実行委員長あいさつ

神戸玲海さん

かんべ れみ

いま、なにを想う？
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７
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笑
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の
再
会

　
1
月
12
日
、
令
和
７
年
小
美
玉
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
｟旧
成
人
式
｠
が
開
催
さ

れ
、
新
た
に
二
十
歳
を
迎
え
た
３
７
１
名

が
参
列
し
ま
し
た
。
会
場
の
小
川
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
ピ
オ
ス
に
は
、
朝
早
く
か
ら
色

と
り
ど
り
の
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
参
加
者
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
ま
し

た
。
懐
か
し
い
友
人
と
抱
き
合
う
人
、

部
活
の
仲
間
た
ち
と
記
念
写
真
を
撮
る
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
旧
友
と
の
再
会
を

喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
主
催
者
や
来
賓
に
よ
る
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
が
企
画
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上

映
。
中
学
校
時
代
の
写
真
や
恩
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が
流
れ
る
と
、
会
場

は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、
二
十
歳
代
表
が

「社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
努
力
し
て
い

く
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
節
目
の
式

典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

表紙は、二十歳のつどいの特

設ブースで「わたしの未来」を

テーマにメッセージを書いて

くれた、片岡虹色さんと田山

綾乃さんです。他にもたくさ

んの二十歳の皆さんに「わた

しの未来」を語ってもらいまし

た。詳しい記事は4ページを

ご覧ください。

かたおか たやま

あやの

そら
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はたち

「二十歳のつどい」に参加した皆さんに、「わたしの未来」

をテーマにお話を伺いました。「今後やりたいこと」や「目

指していること」、「20年後の自分」、「こんな大人になり

たい」など、それぞれが思い描く夢や目標を教えてくれ

ました。ご協力いただいた二十歳の皆さん、ありがとう

ございました！

二十歳のみんなに聞きました！

◀ 二十歳のつどいの写真は Instagram(@diamondcityomitama)でもご覧いただけます

はたち

小美玉市小川地区出身。「大学で看護を

学んでいます。いろいろなことに興味を

持って、全力で取り組んでいきたいです」

昨年7月から実行委員として準備してきた

ことが無事に形になり、安堵しています。公

募や学校の推薦などで集まった15名の実

行委員で、記念品や司会進行などの役割に

ついて話し合い、スライドショーの写真や曲

選びなども自分たちで行いました。式典後

に笑顔に溢れた友人を見て、「この会を自

分たちが作ったんだ」と誇らしい気持ちに

なり、一生に一度の二十歳のつどいがより

特別なものになりました。

人生の節目が
より特別なものに

令和７年二十歳のつどい実行委員長

神戸玲海さん

かんべ れみ

野村 綾香 さん　野村 紀香 さん

のむら のむらあやか のりか

信田 彩花 さん

しだ あやか

樽見 亘紀 さん　木村 友哉 さん

たるみ きむら ともやこうき

鈴木 啓太 さん

すずき けいた

片岡 虹色 さん　田山 綾乃 さん　

かたおか そら たやま あやの

北川 真太郎 さん

きたがわ しんたろう

幡谷 日輝 さん

ひかるはたや

幡谷 俊太朗 さん

はたや しゅんたろう

藤﨑 麗兎 さん　長澤 陽菜 さん

ふじさき らいと ながさわ ひな

窪倉 茉穂 さん　岡嵜 想歩 さん　中川西 乙葉 さん　小山 愛未 さん　宅和 咲希 さん　

おかざき ここあ たくわ さきこやまくぼくら まほ あみなかがわさい おとは

大きな行事で実行委員として活動

することができてよかったです。

杉田 大空 さん

すぎた そら

自分の住む市に貢献できる機会

は少ないので、貴重な体験でした。

古関 日向 さん

こせき ひゅうが

スライドショーのとき、

笑い声が聞こえてきて

安心しました。

長津 恒輝 さん

ながつ ごうき

貴重な経験ができ、

たくさんの人と交流

できて本当に楽し

かったです。

中川西 乙葉 さん

なかがわさい おとは

責任感や使命感など、生きていく

うえで大切なことを学べました。

浅野 夢翔 さん

あさの ゆうと

今の自分がいるのは周囲で支えてくれ

る方々の存在故であると実感しました。

中山 晃靖 さん

なかやま こうせい

多くの方が関わって素晴らしい

ものを作る楽しさを感じました。

矢口 寛音 さん

やぐち ひろと

他の中学校出身の友達

ができました。

司会も楽しかったです。

小山 愛未 さん

こやま あみ

久しぶりの生徒代表の

活動が懐かしく、

やりがいがありました。

米川 みほ さん

よねかわ

一生に一度の貴重な体

験。実行委員をやって良

かったです。

金杉 優羽 さん

かなすぎ ゆう

改めて最高の仲間、

最高の地元だと感じる

ことができました。

櫻井 結佳 さん

さくらい ゆうか

スライドショーの写真を

決めるときが和気あい

あいで楽しかったです。

田村 花望 さん

たむら かの

今後いろいろな人と働い

たり支えたりすることを

考えるようになりました。

石田 陽人 さん

いしだ はると

同年代の代表として

活動し、より成人として

の責任感を感じました。

渡邉 颯太 さん

わたなべ そうた

自分たちで計画す

る中で、意見のまと

め方、会議の進め方

を学びました。

神戸 玲海 さん

かんべ れみ

木村 唯 さん　日下 有亜 さん

きむら ゆい くさか ゆあ

飯島 広紀 さん

いいじま ひろき

Q．二十歳を迎える後輩たちへ

　 実行委員になるおすすめ度は？

実行委員15名に聞きました！

4.1
●

●

みんなが写真や恩師のメッセージですご

く喜んでくれて、企画した側としてとても

楽しかった。

限られた時間で準備する大変さはあっ

たが、素晴らしい思い出になった。
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防災管理課　市民安全係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1015 ・1016）問

県警察本部、県教育委員会、県防犯協会が主

催する地域安全マップコンクールで、納場小学

校の柳
やなぎさわ

澤　柑
か ん な

那さん（2年）が低学年の部で茨

城県教育委員会教育長賞を受賞しました。

▶地域安全マップコンクール

小学生が通学路や遊び場などの安全度を友人

や保護者と一緒に確認し、その結果を「地域安

全マップ」にまとめることにより、危険を予測・回

避する力を養うことを目的に行うコンクール。

地域安全マップコンクール２４で

納場小学校の児童が受賞

防災管理課　市民安全係 

☎ 0299-48-1111 （内線 1015 ・ 1016）

問

茨城県交通安全ポスター作品コンクールで

市内各学校の生徒が受賞

茨城県内の児童 ・ 生徒の交通安全に対する意

識の高揚を図り、 交通事故防止に資するため、

毎年実施している茨城県交通安全ポスター作

品コンクールで、 市内各学校の生徒が受賞し

ました。

▶茨城県交通安全ポスター作品コンクール

茨城県内の小・中・高校生から交通安全に関す

るポスターを募集し、応募のあった約2000作

品のうち、最優秀賞6作品、優秀賞36作品、佳

作66作品が選考されました。

■受賞内容

写真左：佳作 狩
か り や

谷　紫
し お ん

桜 （美野里中学校３年）

写真右：佳作 藤
ふ じ い

井　幹
み き や

也 （小川南中学校2年）

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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農政課　農政係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1158）

生涯学習課　やすらぎの里小川　☎ 0299-58-4580

問

小正月の伝統行事である、ならせ餅が市内の各施設に飾られました。ならせ餅は小正月の前日にあ

たる１月１４日に、ナラやクヌギの木の枝に紅白の丸餅を飾り（ならせて）、今年1年の無病息災と五穀豊

穣を祈願します。1月10日に、市役所本庁ロビーで美野里農作業受託組合（写真左）により、ならせ餅

が飾られ、1月14日には小美玉市薬草研究会（写真右）が小川総合支所、玉里総合支所、小川図書館、

生涯学習センターコスモス、やすらぎの里小川に飾り付けを行いました。

豊作を願う小正月の伝統行事

ならせ餅が飾られました

小川文化センターアピオスでは、 令和 6 年度

防衛省交付金を活用して、 大ホール用オーケ

ストラチェアを整備しました。 従来のオーケスト

ラチェアより機能性や安全性が向上し、 より良

い演奏環境が整いました。

小川文化センターアピオス

大ホール用オーケストラチェアを整備しました

文化芸術課　小川文化センターアピオス　

☎ 0299-58-0921

問

▶防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレム

防衛省が実施する地域社会との

協力に係る施策に対する国民の

理解を一層深めることを目的に

作成されたエンブレム

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園
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生涯学習課　小川図書館 ・ 資料館　☎ 0299- ５８-5828問

小川図書館 ・玉里図書館で

ぬいぐるみおとまり会を開催しました

資料検索をするぬいぐるみたち

1 月中旬、 小川図書館 ・ 玉里図書館で、 参加

者のぬいぐるみが図書館に宿泊するイベント 「ぬ

いぐるみおとまり会」 を開催しました。 おとまり

したぬいぐるみ達が自由気ままに図書館で過ご

す様子をホームページで実況したり、 アルバム

にして参加者にお渡ししたりすることで、 楽しみ

ながら図書館を知ってもらうのが狙いです。 参

加者の保護者からは 「ホームページの実況が更

新されると 『かわいいね！楽しそうだね！』 と

盛り上がり、 親子共々 1 日の楽しみになってい

ました」 といった感想が寄せられました。

12 月 14 日、 生涯学習センターコスモスで玉

里図書館まつりを開催しました。 当日は、 おは

なし会やボードゲーム、 バルーンアートなどの

イベントやキッチンカーも出店し、 多くの人で賑

わいました。 来場者からは 「とても良い時間

が過ごせた」 「色々な遊びがあって楽しかった」

といった声があがりました。

生涯学習センターコスモスで

玉里図書館まつりを開催しました

「おはなしテルテル」と「笛の音楽隊ピッコロ」によるおはなし会

生涯学習課　生涯学習センター係　

☎ 0299-26-9111

問

    詳しくはこちら▶
ID 0 1 1 2 5 1

45年45年
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12 月 14 日、 小川公民館でまごころ講座を開

催しました。 参加した 6 名の方は、 先生の指導

により、年末年始に役立つ料理として、ミートロー

フやサラダ、 ガーリックトーストなどを作りました。

参加者からは 「とてもおいしい料理でクリスマ

スや正月に作ってみたいと思った」 「参加者の皆

さんと楽しく料理できて良かった」 などの感想を

いただきました。

年末年始に役立つ料理を学ぶ

まごころ講座を開催しました

■クリスマスジオラマ作り

12 月 14 日、 親子体験講座では初めてのクリ

スマスジオラマ作りを開催し、 ６組 10 名の受

講者が参加しました。 受講生からは 「可愛い

小物などでデコレーションするのがとても楽し

かった」 「ツリーを飾るのが楽しかった」 「子ど

もと 2 人で一緒に作品を作れたことが楽しかっ

た」 と感想をいただきました。

■フラワーアレジンメント

12 月 15 日、 昨年に引き続きフラワーアレンジメ

ント講座を開催しました。 講師やフラワーアレン

ジメントばらの会の指導のもと、 6 組 10 名の受

講生が参加しました。 受講生からは 「花に触れ

たり、 自ら考えてアレンジしていく体験ができて

楽しかった」 「先生たちの優しく丁寧なご指導の

おかげで楽しめた」 と感想をいただきました。

親子体験講座を開催しました

生涯学習課　小川公民館　☎ 0299-58-3111問

生涯学習課　小川公民館　☎ 0299-58-3111問

初回の体験日時を公式LINEからご相談ください！

14,000月額
料金
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6 月から 12 月にかけて実施した、 市内在住の高齢者層を対象とする令和 6 年度 「ふれあい大学」

を閉講しました。 講師やボランティアの皆さんのご協力があり、 各講座とも毎回大いに盛り上がり、

参加者からは 「講座で学んだことを日々の生活に活かしていきたい」 などの声が上がりました。

仲間と一緒に楽しい学びを

ふれあい大学を閉講しました

32

１　グラウンド ・ ゴルフ （講師 ： グラウンド ・ ゴルフ会員）

2　シルバーリハビリ体操 （講師 ： シルバーリハビリ体操指導士会）

３　スマートフォン （東ヶ崎 鈴子 講師）

４　フラワーアレンジメント （大越 和子 講師、 フラワーアレンジメントばらの会）

5　園芸 （大山 広行講師 ・ 飯島 武夫 講師）

6　絵手紙 （久保田 紀子 講師）

７　合唱 （大西　陽香 講師）

８　料理 （加瀬　美代子 講師）

生涯学習課　小川公民館　☎ 0299-58-3111問

４１

５ 6 7 8

12月22日、四季健幸館 浅美運輸Spaで小美

玉ボッチャクラブ(寺
て ら だ

田 悟
さとる

 代表)の年末大会が

開催され、23名が参加しました。クラブ会員、

希望ヶ丘区のチーム、牛久市で活動するチーム

による混合編成チームの対抗戦が行われ、年

代や障がいの有無にかかわらず、参加者全員

が試合を楽しみました。

代表の寺田さんは「ボッチャを通して、障がい者

の社会参加の場になればとクラブを作りました。

誰でもできて、みんなでわいわいと楽しめるス

ポーツなので、やってみたいという方はぜひ見

学に来てみてください」と呼びかけました。

ボッチャ…重度の脳性まひ者や四肢まひ者のため

に考案された、パラリンピックの正式種目。白い目標

球に、赤・青のボールをいかに近づけるかを競うルー

ルで、技術と戦略が必要な奥深いスポーツです。

みんなでわいわい！

小美玉ボッチャクラブ

（左から）天
て ん じ ん

神 勝
か つ の り

則さん（第1回茨城県ボッチャ選手権大会

立位部門優勝）、寺田 悟さん（ボッチャ東京カップ2024準優

勝）、豊
と よ し ま

島 秀
ひ で と し

年さん（第1回茨城県ボッチャ選手権大会立位部

門準優勝）

おみたま

おたより

小美玉ボッチャクラブ （代表　寺田）

メール　daigo13100322@icloud.com

問



11 広報おみたま　2025.2

・ 屋根 ・ 壁 ・ ガラス等を全面更新 （断熱性 ・

 気密性が向上）

・ ガス方式の空調設備 ( 暖房 ・ 冷房 ) を設置

・ 自家発電設備を設置 ( 災害時でも電気や空

　調設備が使用可能）

・マンホールトイレを整備（断水時にも使用可能）

■スマート農業とは

情報通信技術やAI、ドローン、ロボット、センサーな

どの先端技術を活用して、農業の効率化や高品

質な生産を実現する新しい農業により高齢化、人

手不足、天候依存などの課題を解決し、持続可能

な農業の実現を目指す取り組みです。

令和６年度農業委員会視察研修

最先端技術「スマート農業」を学びました

11 月 11 ～ 13 日の 3 日間、 農業委員会の視

察研修として、 北海道大学にあるスマート農業

教育研究センターで視察研修を行いました。 こ

のセンターは 2023 年 8 月に開設され産学官

の連携により農業分野におけるＡＩやロボティク

スなどの技術を駆使して研究開発、 技術実証、

実演等を行い実際の農業現場で使えるスマー

ト農業技術の開発と普及をすすめています。 ま

た、 将来のスマート農業を担う人材を育てるこ

とも大きな狙いとする、 国内外から注目されて

いる施設です。 今後実用化されるであろう技

術や将来の農業のあり方の説明を受け、 実際

に自動操縦農機を見学させていただきました。

農業の現状の問題と将来の展望などを考える

きっかけとなる有意義な研修となりました。

最新の技術を
今後の農業に活かす

研修委員長　髙
たかさき

﨑 直
な お き

樹

農業委員会事務局　☎ 0299-４８-１１１１ （内線 1503）問

北海道大学のスマート農業教育拠点を視察する委員

美野里中学校体育館の

長寿命化工事が完了しました

教育企画課　施設係　

☎ 0299-48-1111 （内線 2213）

問

内装材(壁)の一部に森林環境譲与税を活用しています。

■主な改修内容

小美玉市公共施設建築物系個別施設計画に

基づき、 老朽化が進む美野里中学校体育館の

長寿命化改修工事を実施しました。 主要構造

体 （鉄骨等） の劣化防止やライフラインの更新、

防災機能の改善など、 生徒のより良い教育環

境と災害時にも活用できる施設として機能や性

能を向上しました。
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    過去の栄養士コラムはこちら▶

健康増進課　☎ 0299-48-0221 （内線 4003）問

ID 0 0 7 5 6 2

■市の医療費の現状

令和５年度の市の医療費の統計によると、 「新

生物」 （がん） による医療費が最も多く、 次い

で 「糖尿病」 「腎不全」 「高血圧性疾患」 となっ

ています。 医療費は、 高齢社会の進行、 慢性

疾患の患者の増加等により、 年々増える傾向

にあります。 これらが発症するのは、 食事 ・ 運

動・休養などの生活習慣と大いに関係しており、

塩分の過剰摂取は高血圧だけでなく、 慢性腎

不全に影響を及ぼします。 日頃から適正体重

の維持につとめ、 減塩を意識するなど、 健康

づくりを心がけましょう。

■適正なエネルギー摂取量

自分のエネルギー摂取量が適切かどうかは、

体重の変化を見ることで分かります。 体重の増

減は、 エネルギーの摂取量と消費量のバラン

スの目安です。

■体格指数で自分の体型をチェック！

自分の体型をチェックするのに便利なのが体格

指数 （BMI） です。 生活習慣病の予防には、

BMI の数値が各年齢の BMI 目標値の範囲内

に維持することが望ましいです。 自分の BMI

を定期的にチェックしましょう。

▶ＢＭＩ計算式

ＢＭＩ＝体重（ｋｇ） ÷身長（ｍ） ÷身長（ｍ）

▶各年齢の BIM 目標値

・ 18 ～ 49 歳 ： 18.5 ～ 24.9

・ 50 ～ 69 歳 ： 20.0 ～ 24.9

・ 70 歳以上 ： 21.5 ～ 24.9

適正体重や減塩、 気にしていますか？
栄 養 士
コ ラ ム

■食塩は控えめに！

食塩をとり過ぎると、 血圧が上昇し循環器疾患

のリスクが高まり、 胃がんのリスクが上がりま

す。 濃い味付けに慣れている人にとって、 減塩

を実行することは難しいものです。 最初からきっ

ちりと減塩してしまうと、 食事の楽しみがなくな

り、 ストレスを感じてしまうこともあります。 まず

は一品から、 徐々に薄味に慣れていくなど、 で

きるところから減塩に取り組んでいきましょう。

▶減塩クッキングの工夫

①コクや酸味を加える

油で炒める、 粉チーズを少量まぶす、 酢の酸味

で味に変化をつける等で、 減塩につながります。

②スパイスや香りを活用

香辛料や香味野菜などを使用することで、 味

にアクセントが加わり風味豊かになります。

③焼き目をつけて香ばしく仕上げる

食材にしっかり焼き色をつけることで、 香ばし

さが出て、 美味しく食べられます。

手
軽
に
市
政
参
加

ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト

市民モニターとしてパソコンやスマホから

簡単なアンケートにご協力いただきます。

皆様からの貴重なご意見は小美玉市の

まちづくりへと活用させていただきます。

市内在住・在勤・在学中で
ネット、 メールが使える
１６歳以上ならＯＫ！

おみたまネットモニター

登録者募集中
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紹介します！わたしの学校 自分たちの学校を自分たちでつくる

21

1 5月に開催した美中祭（体育祭）　　2 2年生の校外学習（職場体験）　　3 野球部（中央地区総体準優勝）

3

学校紹介

美野里中学校

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2232）問

今年度の重点目標 ：

探究学習ができる生徒の育成

生徒会長　３年

今
い ま せ

瀬　貴
き あ ん

行 さん

学校教育目標：

自立した生き方のできる生徒を

育成する

教諭

菅
す が ま た

又　弘
ひ ろ む

夢 さん

今年から5月開催になった体育祭は、クラス替え

の直後で、練習や運営面で不安がありましたが、

目標である「学級が一つになること」を達成し、笑

顔で終えることができました。生徒会では「千紫

万紅～生徒の数だけ　個性が輝く～」をスローガ

ンに、生徒一人ひとりが活躍できる学校を目指

し、行事の企画・運営や挨拶運動などを行ってい

ます。生徒が主体となって学校を作っていけるよ

うに美野里中学校生徒会も頑張りますので、応

援よろしくお願いします。

保護者や地域の皆さまの協力のもと、日々教育

活動の充実に努めております。本校の特徴は、学

校行事や部活動において、生徒が主体的かつ協

力的に取り組める点にあります。生徒たちは自分

たちで考え、行動することで、自立した生き方を身に

つけています。教職員一同は、授業、部活動、学級

活動などを通じて、生徒が自分自身を見つめ、自ら

進む道を選び、そのために必要な行動を考えられ

る力を育むことを目指しています。学校全体で支え

ながら、その成長をしっかりと後押ししていきます。

AIおみたん に

聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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建

物

跡

６
棟

、
袋

状

土

坑

12

基

、

遺い

ぶ

つ

ほ

う

が

ん

そ

う

物
包
含
層
１
か
所
、
古
墳
時
代
の

竪
穴
建
物
跡
12
棟
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
遺
物
は
、
縄
文
土
器
、

土は

じ

き

師
器
、
須
恵
器
、
石
器
、
土
製
品
、
金

属
製
品
な
ど
で
す
。

縄
文
時
代
の
始
ま
り
と
館
野
の
土
器

　

縄
文
時
代
は
、
今
か
ら
１
万
６
０
０
０

年
前
頃
に
土
器
が
発
明
さ
れ
、
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
土
器
の
発
明
に
よ
り
、

煮
炊
き
が
可
能
に
な
り
、
前
時
代
の
旧

石
器
時
代
に
比
べ
、
多
く
の
動
植
物
な

ど
を
食
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
は
、
そ
れ

か
ら
約
１
万
３
０
０
０
年
も
続
き
、
土

器
に
よ
り
、
草そ

う
そ
う創

期
、
早
期
、
前
期
、
中

期
、
後
期
、
晩
期
の
６
期
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

館
野
遺
跡
の
出
土
遺
物
の
中
で
注

目
さ
れ
る
も
の
に
、
縄
文
時
代
早
期
の

尖せ
ん
て
い底

土
器
が
あ
り
ま
す
。
土
器
の
底
が

尖と
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
尖
底
土
器
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
尖
底
土
器
は
、
遺
物

包
含
層
の
下
層
か
ら
、
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
出
土
し
ま
し
た
。
早
期
は
今
か
ら

１
万
１
０
０
０
～
７
０
０
０
年
前
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
器
は
高
さ
28
㎝

で
、
体
部
に
は
貝
殻
の
縁ふ

ち

を
押
圧
し
た

山
形
文
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
様

な
ど
か
ら
、
早
期
で
も
や
や
新
し
い
約

８
０
０
０
年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

尖
底
土
器
の
謎

　

縄
文
時
代
草
創
期
や
早
期
の
土
器
の

底
部
は
、
大
部
分
が
底
の
平
ら
で
は
な

い
丸ま

る
ぞ
こ底

や
尖
底
の
も
の
で
す
。
な
ぜ
、
底

の
平
ら
で
は
な
い
不
安
定
な
土
器
を
約

９
０
０
０
年
も
の
長
い
間
使
い
続
け
た
の

で
し
ょ
う
か
。
丸
底
や
尖
底
の
土
器
は
口

縁
の
方
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
煮
炊
き

の
際
、
火
熱
を
受
け
易や

す

い
こ
と
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
時
期
、
竪
穴
建

物
跡
は
ほ
と
ん
ど
造
ら
れ
て
お
ら
ず
、
定

住
生
活
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
竪
穴
建
物
が
一
般
化
し
て
く
る
の
は

早
期
の
終
末
で
、
そ
の
頃
に
な
る
と
平
底

の
土
器
が
出
現
し
て
き
ま
す
。
定
住
と
と

も
に
土
器
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
尖
底
土
器
は
、
置
い
て

お
く
必
要
の
な
い
土
器
で
、
液
体
な
ど
を

持
ち
運
び
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
す
る
説

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
説
も
こ
の
時
期
は
定

住
生
活
を
し
て
い
な
い
と
の
考
え
か
ら
き

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
縄
文
時
代
の
草
創
期
や
早

期
の
土
器
が
な
ぜ
丸
底
や
尖
底
で
あ
る

の
か
、
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

海
老
澤　

稔
）

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７２

　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

館た

て

の野
遺
跡
の
調
査

　

館
野
遺
跡
は
、
竹
原
小
学
校
の
北
東

約
５
０
０
ｍ
の
小
美
玉
市
竹
原
字
館
野

に
所
在
し
、
園
部
川
支
流
左
岸
の
標
高

約
25
ｍ
の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
常
磐
自
動
車
道
石
岡

小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨
城
空
港

を
結
ぶ
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成

30
年
に
茨
城
県
教
育
財
団
が
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
竪
穴

尖底土器

小
美
玉
市
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
早
期
の
完
形
土
器

問

館野遺跡の遠景

尖底土器実測図
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玉
里
短
歌
会

亡
き
義
母
の
大
切
に
せ
し
品
々
の
そ
の
つ
つ
ま
し
さ
胸
に
迫
り
ぬ

村
内
の
歌
人
作
詞
の
「
玉
里
音
頭
」
合
併
の
後
聞
く
折
り
の
な
く

大
勢
の
人
ら
そ
れ
ぞ
れ
背
に
か
つ
ぎ
車
に
積
み
ぬ
収
穫
の
い
も

就
職
し
家
を
出
る
日
に
母
く
れ
し
新
百
円
札
は
今
も
御
守

注し

め

な

わ

連
縄
を
張
り
て
迎
え
る
正
月
に
新
し
き
年
の
良
き
事
願
う

長　

島　

康　

子

野　

口　

初　

江

正　

木　

敦　

子

松　

田　

通　

喜

石　

橋　

吉　

生

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

秋
雨
に
思
い
出
す
な
り
遠
き
日
の
祖
母
の
語
り
し
昔
話
し
を

ほ
う
き
雲
空
一
杯
に
広
が
り
て
季
節
の
変
化
感
じ
る
朝
に

金
木
犀
主
な
き
庭
に
咲
き
誇
り
そ
の
下
の
香
り
友
を
い
ざ
な
う

老
い
猫
に
今
日
も
点
滴
受
け
な
が
ら
自
問
自
答
の
猫
の
幸
せ

庭
中
に
黄
花
コ
ス
モ
ス
咲
き
乱
れ
道
行
く
人
も
声
か
け
ほ
め
る

小
川
短
歌
会

自
動
車
を
避
け
て
入
り
来
し
小
路
に
て
真
白
に
盛
る
山
茶
花
に
会
う

な
に
げ
な
く
カ
ー
テ
ン
開
け
て
お
ど
ろ
き
ぬ
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
満
天
の
星

踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
な
お
萌
え
立
つ
る
吾
に
も
ほ
し
き
雑
草
の
性

歩
み
遅
く
な
り
た
る
吾
を
登
校
の
生
徒
ら
す
い
す
い
追
い
越
し
て
ゆ
く

時
な
が
く
田
に
立
つ
鷺さ

ぎ

は
身
じ
ろ
が
ず
風
冷
え
て
き
ぬ
淋
し
く
な
い
か

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

山　

口　

和　

代

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

小
野
寺　

あ
や
子

根　

本　

智
恵
子

石　

田　

は
る
江

佐　

藤　
　
　

正

幡　

谷　

啓　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

ろ
う
梅
や
陽
光
あ
び
て
香
り
咲
き

イ
ン
フ
レ
と
コ
ロ
ナ
避
け
て
の
炬
燵
か
な

元
旦
や
身
の
安
全
を
確
か
め
る

余
生
と
て
お
し
ゃ
れ
が
欲
し
い
冬
の
朝

浜
で
炊
く
鮟あ

ん
こ
う鱇
鍋
の
旨
さ
か
な

み
の
り
俳
句
会

さ
ま
ざ
ま
な
音
に
も
秋
の
深
み
か
な

菊
膾
旨
い
と
母
の
正
気
か
な

老
眼
の
我
も
良
く
見
え
冬
星
座

正
月
を
待
た
ず
し
て
逝
く
茶
飲
み
友

散
紅
葉
ぜ
ん
ざ
い
茶
屋
の
緋ひ

も
う
せ
ん

毛
氈

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

阿
久
津　
　
　

強

村　

田　

妙　

子

矢　

口　

冨　

久

石　

田　

敏　

江

網　

代　

奈
津
江

欅
の
会

行
き
道
は
い
ず
こ
の
里
へ
雪
あ
か
り

初
暦
す
べ
て
に
余
白
な
か
り
け
り

咳
込
み
て
そ
っ
と
喉
あ
め
く
れ
た
ひ
と

悴か
じ
か

む
手
薬
一
粒
取
り
落
し

真
青
な
る
御
空
に
結
ぶ
初
み
く
じ

く
る
み
俳
句
会

大
藁
屋
榾ほ

だ

積
む
軒
に
陽
の
こ
ぼ
る

凍
月
に
こ
の
世
の
平
和
祈
り
け
り

露
天
風
呂
仰
向
け
見
上
ぐ
冬
銀
河

初
風
呂
や
息
災
念
じ
身
を
沈
め

雲
間
か
ら
光
り
輝
く
初
日
の
出

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

大
曽
根　
　
　

宣

小　

原　

エ　

ミ

信　

田　

菊　

女

ま　

め　

す　

け

関　
　
　

千
重
子

鶴　

町　

文　

男

れ　
　

も　
　

ん

野　

口　

初　

江

た
ま
り
俳
句
会

杉
落
葉
よ
け
て
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
か
な

日
短
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
待
つ
車
中
缶
汁
粉

冬
夕
焼
け
車
走
ら
す
霞か

ほ
づ
つ
み

浦
堤

星
の
名
を
一
つ
覚
え
て
冬
銀
河

空
港
の
原
っ
ぱ
満
車
去こ

ぞ年
今
年

川　

中　

み
る
の

信　

田　

正　

男

梶　

山　
　
　

平

小　

林　

岳　

悠

大　

盛　

食　

堂

小
美
玉
川
柳
会

幼
少
期
命
つ
な
い
だ
ふ
か
し
芋

老
い
に
し
て
学
べ
ば
死
す
も
朽
ち
ら
な
い

冬
の
夜
星
座
の
輝
き
目
に
凍
み
る

有
馬
記
念
走
る
馬
体
に
夢
の
せ
る

北
の
空
北
斗
七
星
夢
を
汲
む

三　

村　

れ
い
子

長　

島　

さ
か
江

長　

島　

美
奈
子

長　

島　

久
美
子

長　

島　
　
　

昭



次回の広報おみたま発行日は３月１３日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています

おみたま広報

令和７年２月号
TEL 0299-48-1111  　〒319-0192  小美玉市堅倉835
FAX 0299-48-1199　  httpｓ://www.city.omitama.lg. jp

編集・発行　  小美玉市役所魅力発信課

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

二十歳のつどい実行委員は非常に有意義な活動でした。メン
バーや職員の方 と々協力し合いながら、地元の温かさを感じる素
晴らしい式典を開催できました。（二十歳のつどい実行委員より）

今の自分がいるのは周囲で支えてくださる方々の存在故で
あることを心に留め、感謝の気持ちを言葉と行動で伝えられ
る人になりたいと思います。（二十歳のつどい実行委員より）

Vol.50 「二十歳のつどい」

4コマ小美玉暮らし

お気に入りは、ロクタンヤフィールドキャンプ場です。テントのレ
ンタルもあるので初めての方にもおすすめです。日々の疲れを
癒しに訪れてみてください！医療保険課　大和田（入庁1年目）

前回、応援メッセージを掲載していただいて以来、勝手に小美玉
市への親近感が湧きました。また休みが取れたらバスツアーな
どで伺いたいです。東京都20代（ふるさと納税応援メッセージ）

新年の恒例行事

新春歩け歩け大会を開催しました

スポーツ推進課　スポーツ推進係　☎0299-48-1111（内線2253）問

1月13日、晴天の中、令和６年度新春歩

け歩け大会を開催しました。小川運動

公園に集合した参加者125名はゴール

地点の民家園を目指し、霞ケ浦湖畔を

筑波山を望みながら12㎞の道のりを

歩きました。閉会式後、温かい豚汁が

ふるまわれた参加者は達成感に満ち

た表情で美味しそうに食べていました。

市選挙管理委員会では、地域や投票区間における

有権者数の不均衡の緩和とバリアフリーなどの投

票所における投票環境の充実、市行財政改革実施

計画に基づいた、投票事務の効率化や事務経費の

削減に取り組むため、市内投票区を再編します。移

動投票所の拡充や共通投票所の設置・移動支援

の検討などをしながら、令和7年度中に現在の３８投

票区から２０～２５か所程度に再編を行う予定です。

詳しくは、市のホームページをご確認ください。

現在の市の状況に見合った投票区体制に向けて

市内投票区投票所の再編を行います

スポーツ推進委員の先導で歩く参加者

■再編の主な理由

・地域や投票区間における有権者数の不均衡を緩和する。

・市の面積及び人口に対する投票所数が、それぞれ県平均より大幅に上回っ

  ており、全国的に見ても投票所数が縮小傾向にある。

・投票所における投票環境の充実が求められている（空調設備・バリアフリーなど）。

・市の行財政改革実施計画に基づき、投票事務の効率化や事務経費の削減を図る。

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

小美玉市出身。普段は

都内でグラフィックや

Webなどをデザイン

しています。地元の広

報紙に掲載されてとっ

ても嬉しいです。

作者紹介　植木 駿
うえき しゅん

市選挙管理委員会事務局 （総務課内）

☎0299-48-1111 （内線1274）

問

詳細はこちら ▶

011298ID

■再編の基準

・有権者数が1,000人以下の投票区を再編の対象とする。

・一つの投票区の有権者数は、最大でも2,000人台を目安とする。

・小川地区、美野里地区、玉里地区で偏りが生じないように、公平な投票区の

  再編とする。


